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1――はじめに  

 

ニッセイ基礎研究所が行った中国におけるネット互助プランが保険事業に与える影響についての WEB 調

査1に基づき、基礎研レポート「中国において P2P 保険が急速に普及する理由」2、続く「中国「相互宝」の加入

者特性、加入理由、加入効果」3では、中国で急速に普及する状況やその背景といった全体像を捉え、更に、

その中でも加入者の最も多い「相互宝」を取り上げて加入効果などの分析を行った。 

本稿では、加入率が高く、代表的なネット互助プランである「相互宝」を中心に、相互宝加入後の民間保険

への加入意向、加入検討している保険、支払い可能な保険料、更には新型コロナ後の変化をふまえ、ネット

互助プランが既存の保険事業に与える影響について考察してみたい。 

 

 

2――【民間保険への加入意向】 「相互宝」加入後、96％が民間保険への加入意識が高まる。 

 

「相互宝」などネット互助プランに加入した場合、その加入者による今後の民間保険への需要はどう変化す

るのであろうか。調査では、「「相互宝」を通じて、民間保険に対する加入意識が高まったか」について、「大変

高まった」、「高まった」、「どちらともいえない」、「高まらない」、「全く高まらない」の５段階でたずねた。その結

 
1 ニッセイ基礎研究所は、中国におけるネット互助プランが保険事業に与える影響にについて WEB 上にてアンケート調査を実施した。調査対

象者は、中国における一線都市から四線都市に居住する、1960 年代生まれ～2000 年代生まれの世代（主に 10～50 歳代）の男女

で、株式会社インテージ提携会社のモニター会員。性年代別の割付は中国の国勢調査（「人口普査」）に基づいている。調査期間は

2020 年 8 月 7 日～8 月 20 日。有効回答件数は 1,400。なお、中国では、プラットフォーマー等が提供し、欧米の P2P 保険に類似した

スキームを持つ「ネット互助プラン」（中国語：「網絡互助計画」）は、監督管理上、保険には分類されていない。よって本稿では、P2P 保険

ではなく、中国語を邦訳した「ネット互助プラン」を使用する。 
2 基礎研レポート 「中国において P2P 保険が急速に普及する理由」（2020 年 11 月 10 日発行） 
3 基礎研レポート 「中国「相互宝」の加入者特性、加入理由、加入効果」（2020 年 11 月 12 日発行） 
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果、「高まった」が 50.7％、「大変高まった」が 44.9％を占め、全体の 95.6％が相互宝に加入後、民間保険に

対する加入意識が高まったことが分かった。なお、「どちらともいえない」は 3.5％、「高まらない」は 0.8％であ

った。 

  更に、「相互宝」に対する総合的な満足度を「大変満足している」、「満足している」、「どちらともいえない」、

「満足していない」、「全く満足していない」の５段階でたずねてみたところ、「大変満足している」が 50.8％を占

め、次いで「満足している」が 45.1％で、満足しているとした回答が全体の 95.9％を占めた。なお、「どちらとも

いえない」は 3.5％、「満足していない」が 0.5％となった。 

相互宝に加入後の満足度は総じて高く、民間保険への加入意識も総じて高い結果となった。 

 

3――【今後、加入を検討している民間保険】 今後、加入を検討している保険は重大疾病保険、高額な給

付を目的としたネット保険 

 

次に、「相互宝」を通じて、民間保険に対する加入意識が「高まった」、「大変高まった」とした回答者に、

「今後１-２年の間に、加入しようと思う民間保険」について優先順位の高いものから順に３つまでたずねた。そ

の結果、１位で最も多かったのが「重大疾病保険」（24.7％）、次いで「高額給付を目的としたネット医療保険」

（18.7％）であった。また、２位で最も多かったのが「重大疾病保険」（24.1％）、次いで「医療保険」（16.7％）、

３位で最も多かったのが「養老保険」（16.5％）、次いで「重大疾病保険」（15.3％）となった（図表１）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

更に、今後 1-２年の間に加入しようと思う民間保険を、ネット互助プランの加入組合わせ別にみると、「相互

宝のみ加入」の場合は、数百万元などの「高額給付を目的としたネット医療保険」が全体より 16.2 ポイント、

「重大疾病保険」が全体より 7.4 ポイント上回り、選択割合が高かった（図表２）。一方、「相互宝＆その他両方

に加入」している場合は、医療や疾病保険ではなく、「養老保険」が全体より 3.8 ポイント、「終身保険」が 1.4

ポイント上回っており、選択割合が高かった。 

相互宝の加入者は、加入後の民間保険への加入意識が総じて高くなっている。その中でも「相互宝のみ

の加入」の場合は、今後加入しようと思う民間保険商品として、より高額な給付を目的としたネット医療保険、

重大疾病保険を検討していることがわかった。一方、複数加入している場合は、医療保障よりもむしろその他

図表１ 今後１-2 年の間に、加入しようと思う民間保険（１段目：度数、２段目：横％） 

（注）図表において色を付している数値は、分析内容で触れた内容である。 

TOTAL
傷害保険 医療保険

高額給付を

目的とした

ネット医療

保険

重大疾病

保険

保険料控

除の重大疾

病保険・医

療保険

養老保険
個人年金

保険
介護保険 終身保険

ユニバーサ

ル保険

ユニット

リンク保険

保険料控

除型の年

金保険

加入は考

えていない
その他

566 92 67 106 140 16 49 33 13 27 12 5 4 2 0

100.0 16.3 11.8 18.7 24.7 2.8 8.7 5.8 2.3 4.8 2.1 0.9 0.7 0.4 0.0

564 89 94 63 136 24 73 24 12 15 24 7 2 1 0

100.0 15.8 16.7 11.2 24.1 4.3 12.9 4.3 2.1 2.7 4.3 1.2 0.4 0.2 0.0

563 60 81 39 86 20 93 34 35 59 38 9 6 3 0

100.0 10.7 14.4 6.9 15.3 3.6 16.5 6.0 6.2 10.5 6.7 1.6 1.1 0.5 0.0

1位

2位

3位



 

 

3｜               ｜ニッセイ基礎研レポート 2020-11-16 ｜Copyright ©2020 NLI Research Institute All rights reserved 

の貯蓄性商品などへの加入検討がされる傾向があることがわかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4――【支払い可能な年間保険料】 医療関連の民間保険は 6,000元未満が７割 

 

では、家計において支払い可能な保険料はどれくらいであろうか。調査では医療保険関連の保険に限定

し、「１年間で家計の中から医療関連の民間保険商品で支払ってもよいと思う金額（総額）はいくらか」をたず

ねた（学生を除く）。それによると、4,000-5,000 元未満が 18.8％ともっと多く、次いで 3,000-4,000 元未満が

15.5％、5,000-6,000 元未満が 15.3％となった。なお、平均値は 5,024 元であった。医療関連の民間保険商

品に支払ってもよいと思う年間保険料は 6,000元未満が全体の 68.6％とおよそ 7割を占めた。 

 

図表３ 医療関連で支払い可能な年間保険料（ｎ＝1264）（％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一方、支払可能な年間保険料を月収別にみると、月収の構成比が最も大きい 1.5-2 万元未満の場合、支

図表２ 今後１-2 年の間に、加入しようと思う民間保険（加入組合せ別）（％） 

（注）学生を除く 

（注）斜体部分は参考値 

TOTAL

傷害保険 医療保険

高額給付を

目的とした

ネット医療

保険

重大疾病

保険

保険料控

除の重大疾

病保険・医

療保険

養老保険
個人年金

保険
介護保険 終身保険

ユニバー

サル保険

ユニット

リンク保険

保険料控

除型の年

金保険

加入は考

えていない
その他

ネット互助プラン

に加入
566 42.6 42.8 36.7 64.0 10.6 38.0 16.1 10.6 17.8 13.1 3.7 2.1 0.4 0.0

相互宝のみ加入 119 41.2 42.0 52.9 71.4 7.6 23.5 13.4 9.2 13.4 15.1 1.7 1.7 1.7 0.0

相互宝以外に加入

（複数選択可）
4 50.0 25.0 0.0 50.0 25.0 50.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0

相互宝&その他両方

に加入
443 42.9 43.1 32.7 62.1 11.3 41.8 16.9 11.1 19.2 12.2 4.3 2.3 0.0 0.0
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払い可能な年間保険料 7,000-8,000元が全体よりも 2.6ポイント、5,000-6,000元が全体よりも 2.4ポイント上

回り、選択割合が高かった（図表４）。次に月収の構成比が大きい 1-1.5 万元未満の場合は、年間保険料 4、

000-5,000 元未満が全体よりも 6.4 ポイント、3,000-4,000 元未満が全体より 4.0 ポイント上回り、選択割合が

高かった。 

 

図表４ 医療関連で支払い可能な年間保険料（月収別）（％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

5――【新型コロナの影響】新型コロナを経て、ネット互助プランの加入者は、非加入者と比較して、

民間の医療保険への加入意識が高まっている。 

 

2019 年末に、中国の湖北省武漢市で発生した新型コロナウイルス感染症（COVID-19）は、2020 年に入っ

て急速に感染が拡大し、世界でその猛威をふるっている。中国では公的医療保険で医療費の無償化（ガイド

ラインに基づく給付範囲の設定）、民間保険においては入院給付、通院給付に加えて、本来は給付範囲に

含まれていない重大疾病保険などについても、一時的な措置として給付されている。 

調査では、「新型コロナを経て、医療保険商品への加入意識が高まったか」について、「大変高まった」、

「高まった」、「どちらともいえない」、「高まらない」、「全く高まらない」の５段階でたずねた。 

その結果、「高まった」が 53.8％、「大変高まった」が 37.3％となっており、91.1％が意識が高まったと回答し

た（図表５）。また、加入意識について、ネット互助プランに加入および非加入別にみた場合、ネット互助プラ

ンに加入している場合は、「大変高まった」が全体よりも 2.2ポイント上回る一方、「どちらともいえない」は全体

より 1.2ポイント、「高まらない」は 0.3ポイント下回った。一方、ネット互助プランに加入していない場合は、「高

 

（注１） 斜体部分は参考値 

（注２） 学生を除く 

TOTAL

1000元

未満

1000-

2000元

未満

2000-

3000元

未満

3000-

4000元

未満

4000-

5000元

未満

5000-

6000元

未満

6000-

7000元

未満

7000-

8000元

未満

8000-

9000元

未満

9000-

10000

元未満

10000

元以上

特に決め

ていない

／分から

ない

TOTAL 1264 1.1 4.6 11.3 15.5 18.8 15.3 10.2 10.0 4.5 4.7 3.3 0.6

3000元

未満
3 66.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3

3000-7000

元未満
49 12.2 22.4 14.3 20.4 12.2 6.1 6.1 0.0 6.1 0.0 0.0 0.0

7000-

1万元未満
180 1.1 7.8 24.4 20.0 21.1 8.3 4.4 6.1 0.6 4.4 0.0 1.7

1-1.5万元

未満
333 0.9 2.7 12.6 19.5 25.2 18.0 9.3 6.9 1.8 1.5 0.6 0.9

1.5-2万元

未満
373 0.3 4.6 8.6 14.7 19.8 17.7 11.0 12.6 5.9 4.0 0.5 0.3

2-2.5万元

未満
224 0.0 0.9 4.9 11.6 11.6 17.4 17.9 14.7 7.6 8.5 4.9 0.0

2.5-3万元

未満
62 0.0 4.8 8.1 4.8 9.7 11.3 8.1 9.7 8.1 12.9 22.6 0.0

3万元以上 40 0.0 5.0 5.0 2.5 10.0 7.5 2.5 17.5 7.5 10.0 32.5 0.0

世

帯

月

収
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まった」が全体よりも 4.6ポイント上回ったものの、「大変高まった」が全体よりも 16.2ポイント低く、逆に「どちら

ともいえない」が全体より 8.7 ポイント上回った。ネット互助プランの加入者は、非加入者よりも民間の医療保

険への加入意識が相対的に高まったと考えられるであろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6――おわりに（調査全体のまとめ） 

 

P2P保険が海外で一定の顧客のニーズを取り込む中、中国では今後、インシュアテックや P2P保険の成長

が既存の保険事業にどのような影響を与えるのであろうか。 

中国では、欧米の P2P 保険に類似する「ネット互助プラン」 （重大疾病保障）が地方都市に住む 30 代以

下を中心に加入が進んでいる。加入理由には、病気への備えを少ない負担でというコスト面と、仕組みの分

かりやすさや透明性の高さといった保障提供者と加入者間の信頼構築が重視されている。加えて、公的医療

保険の自己負担が高いと認識されている上、民間保険が広く普及していないという現状、多くが治療費を十

分に準備できるのが難しいといった状況もある。よって、中国のネット互助プランはニッチな保障ニーズでは

なく、むしろマス（大衆）の保障ニーズに適合した商品を少額の負担で展開したため、広く普及したと考えられ

る。 

また、ネット互助プランで加入者が最も多い「相互宝」は 30 代以下を中心に加入が進んでおり、本人に加

えてその家族の加入も進んでいる。加入者の 6割は地方都市の居住者である。ただし、相互宝のみで他のネ

ット互助プランに加入している場合は、アリババ・グループの ECが普及している大都市での拡大も見られた。 

月額負担は全体的には低額に抑えられている。加入者の多い重大疾病プランは 10-19 元が全体よりも選択

割合が高く、慢性病患者向け癌プランは 30-39元が全体よりも選択割合が高かった。よりニッチなニーズに適

合し、加入者が限定されている慢性病患者向け癌プランは月額負担が相対的に高くなっていた。加入理由

は 50代を中心とする 1960年代生まれは病気への備えをより重視する一方、そのこどもの世代である 20代を

中心とする 1990 年代生まれは加入・解約手続きの利便性などをより重視していた。加入効果については、癌

などの罹患率が相対的に高くなる 50代や 40代は給付を得られるという安心感、30代は何かしらの民間医療

保障に加入しているという帰属感、10 代は自身が誰かの役にたっているといった社会性の効果がより強くな

図表 5 医療保険への加入意識（加入/非加入別）（％） 

 
TOTAL

大変

高まった
高まった

どちらとも

いえない
高まらない

まったく

高まらない

1400 37.3 53.8 7.6 1.2 0.1

1234 39.5 53.2 6.4 0.9 0.1

相互宝のみ加入 130 46.9 46.9 4.6 1.5 0.0

相互宝以外に加入（複数選択可） 648 32.4 57.6 8.5 1.4 0.2

相互宝&その他両方に加入 456 47.4 48.7 3.9 0.0 0.0

166 21.1 58.4 16.3 3.6 0.6

TOTAL

ネット互助プランに加入

ネット互助プランに非加入



 

 

6｜               ｜ニッセイ基礎研レポート 2020-11-16 ｜Copyright ©2020 NLI Research Institute All rights reserved 

っていた。このように、相互宝は、これまで民間の医療保障にアクセスが難しかった地方都市の若年層を包摂

しながら、民間保障の裾野を広げつつある。 

相互宝などネット互助プランに加入した場合、その加入者による今後の民間保険への需要はどう変化する

のかについては、全体の 95.6％が相互宝に加入後、民間保険に対する加入意識が高まった。相互宝を通じ

て、民間保険に対する加入意識が高まったとした回答者に、今後１～２年の間に加入しようと思う民間保険に

ついてたずねると、相互宝のみの加入者は、より高額な給付を目的としたネット医療保険、重大疾病保険を

検討していることがわかった。一方、相互宝以外にその他のネット互助プランなど複数加入している場合は、

医療保障よりもむしろその他の貯蓄性商品などへの加入検討がされる傾向があることがわかった。 

このように、中国におけるネット互助プランへの加入は、民間保険が普及していない地方都市の若年層を

中心に拡大し、次のステップとして民間保険商品への検討・加入につながっていると考えられよう。新型コロ

ナを経て、ネット互助プラン加入者の医療保険商品への加入意識が、ネット互助プラン非加入者よりも高まっ

ている点からも、民間保険商品への加入意識を押し上げるトスアップ効果を更に高めていると推察される。 

 

 

 

 

 

 

 

 


